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1. 掘削土の流動性を高めます。

砂礫地盤の場合、気泡のベアリング効果によって掘削土

の流動性が高まります。

2. 切羽圧の変動を少なくします。

気泡には圧縮性があるため、切羽圧の変動が少なくな

ります。

3. 掘削土の止水性を高めます。

土粒子の間隙に存在する地下水が微細な気泡と置換され

ることで掘削土の止水性が向上します。

4. 付着防止に有効です。

硬質粘土地盤の場合、掘削土のシールド面板、チャンバ

内面への付着が防止されます。

5. 残土処理・処分が容易です。

排出土が地山の土砂に近い性状に復元するため、残土処理・

処分が容易です。

6. 作業環境が向上します。

粘土やベントナイトを使用しないため、坑内を汚さず、

作業環境が向上します。

7. 設備が小規模で済みます。

注入設備や気泡作成設備が小規模で済みます。

　気泡シールド工法は、切羽あるいはチャンバ内に特殊起泡材

でつくられた気泡を注入しながら掘進する工法で、注入される

微細なシェービングクリーム状の気泡が掘削土の流動性と止水

性を向上させるとともに、チャンバ内での掘削土の付着が防止

できるため、切羽の安定を保持しながらスムーズな掘進ができ

ます。しかも、排出後の気泡土は消泡され気泡注入前の土砂に

戻るため運搬・処理も容易となり、経済性にも優れた工法です。

　気泡シールド工法の実績は、これまで397件を数えており、

総施工延長は399kmにも達します。（平成15年4月現在）

　その中から、大断面シールドと長距離・急曲線シールドの施

工事例を示します。

【大断面】

本線福島附近地下化工事の内土木第三工区工事▲

（シールド径：φ10.8m、施工延長：210m）

【長距離・急曲線】

緑処理区東希望ヶ丘雨水幹線下水道整備工事▲

（シールド径：φ6.15m、施工延長：2,050m R=20m）
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1. 任意断面の掘削が可能です。

掘削断面に相似形のカッタ形状を選定することにより、

あらゆる断面形状を掘削することができます。

2. 大断面シールドに最適です。

カッタの回転半径が小さいので、掘削トルクが小さく

てすみます。また、複数の駆動部は、コンパクトにユニッ

ト化することが可能なため組立・解体・運搬が容易であり、

大断面になるほど有利です。

3. 長距離掘進が可能です。

カッタの回転半径が小さいので、ビットの摺動距離が

小さくなり、ビットの摩耗が少なく従来の3倍程度の長

距離掘進が可能となります。

4. 全断面の機内注入が可能です。

カッタ駆動部が小さいことから、機内から全断面の地

盤改良が可能であり、急曲線や近接防護を機内から対応

できます。

クロスルーフビット▲

地盤改良図（機内注入型）▲

習志野市菊田川2号幹線その18工事▲

（断面形状：幅4.38m×高3.98m）

横浜MM21線、本町シールド工事▲

（シールド径：φ7.15m）

営団地下鉄11号線、本所工区土木工事▲

（シールド径：φ9.60m）

 1. 掘削の原理

複数の駆動軸の先端にカッタフレームを偏心して支

持し、各駆動軸を同一方向に回転させると、カッタは平

行リンク運動を行い、カッタとほぼ相似形の断面を掘削

できます。

カッタの形状を変えることで、円形はもとより矩形、

楕円形など、多種多様な断面に適用できます。

2. 切羽の安定

切羽の安定は、基本的には、円形断面シールドで多く

の実績があり、信頼性の高い泥土圧方式を採用していま

す。

土質により、泥水方式も採用できます。

3. 掘進管理

泥土圧を地山の土圧と水圧にほぼ一致させるように

掘進速度とスクリューコ

ンベアの回転速度を調整

して掘進します。

4. クロスルーフビット


